


補助金申請条件に合致していれば、最小限の「工数」と「費用」でECサイト構築が可能です

ポイント

採択率100%のIT導入補助金を活用して、実質負担額を大幅に低減可能です

補助金申請は無償支援。工数は「書類準備」「電子申請MTG」のみです

世界No1シェアのShopifyを活用し、必要機能が揃ったECサイト構築が可能です



会社概要

ECサイト構築支援について

IT導入補助金について



会社概要



社員数150名、渋谷駅前に本社を構えています。東証グロースに上場しています。

社 名 株式会社ライトアップ

設 立 2002年4月5日

代表者 代表取締役社長 白石 崇

社員数 約150名（＋業務委託100名）

市 場 東証グロース（証券コード：6580）

所在地 東京都渋谷区渋谷2-15-1渋谷クロスタワー32F

弊社紹介



事業



公的支援制度の支援実績は日本トップクラス

述べ1万社以上、全都道府県の支援実績を持っています。申請のIT化にも挑戦中です。

厚労省助成金 ：支援実績10,000社以上

事業再構築補助金：採択社数500社以上

ＩＴ導入補助金 ：採択社数1,000社以上

※21年度1～7次公募実績

※協力会社実績含む



自治体・銀行等との提携・連携実績

約1,000の自治体・企業・団体と連携し、共同で中小企業支援を行っています。



中小企業庁主催の補助金に関する検討会議に参加し、提言資料を提出いたしました。

自治体・銀行等との提携・連携実績



経産省の有識者会議に、中小企業支援のメンバーとして参加しています。

自治体・銀行等との提携・連携実績



IT導入補助金は群を抜いて高採択率かつ申請稼働が少ない。弊社は以下全ての補助金支援を承っています。

（補助金豆知識）IT導入補助金は高採択率

制度名 主な対象経費 申請の手間 採択率
※弊社実績または全国平均

ＩＴ導入補助金
ＥＣサイト、各種ＩＴツール

活用サポート
少 97％

事業再構築補助金
設備投資、システム開発、広告費
内外装工事、ＩＴツール等

多 40%

ものづくり補助金 設備投資、システム開発、ＩＴツール等 多 58%

小規模事業者持続化補助金 設備投資、広告費等 中 62%

ECサイトは100%



ＥＣサイト構築支援「Jコマース」について



何点かお伺いさせて下さい

ECサイトで販売したい商品は何でしょうか？（事例をご紹介します）

1年後の月間売上目標はありますか？（想像で問題ありません） 月5万円／月30万円／月100万円／月300万円／月1,000万円

EC運営経験はありますか？

比較しているECサイト構築サービスはありますか？（機能比較をお伝えします）

本日、特に聞きたいことや気になっていることはありますか？

以下に当てはまりますか？

1. 今年度、IT導入補助金「デジタル基盤導入類型」の採択を受けていない

2. 今年度、IT導入補助金支援事業者として登録していない

3. 前期の納税証明書（個人事業主は確定申告書）の発行が可能

4. 前期の売上がツール購入費用は前期売上の1/5以内

副業 自社EC＋ﾓｰﾙ等の積極運営 要専任社員軌道



末永くお付き合いできれば幸いです！

IT導入補助金
採択

念願の
ECサイト完成

初年度
売上目標達成

別補助金獲得！
追加投資

人材採用！
海外販売！
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• 販売手数料無料！決済手数料も格安！

• 機能が充実しており売上が大きくなっても追加コストが発生しない

• 管理画面が充実しており、運営コスト（人件費）が抑えられる

Shopifyとは

コストが抑えられる

売上拡大がしやすい

• SNS連携やGoogleアナリティクス連携がすぐにマーケティング活動を開始できる

• 多言語多通貨対応！海外販売がとてもやりやすい（日本製品が４倍の値段で売れる国も存在）

• セキュリティレベルが非常に高い

世界No１シェア！「コストを抑えて、売上拡大がしやすい」だから中小企業に最適



制作例



スマホ版も自動生成



テンプレートをベースに趣向にあったサイトを構築します



ヘッダーバナー画像を１つ無償作成



各種商品ページ、決済、ブログ、受発注管理、顧客管理等が揃っています。

必要な機能が一通り常備されたECサイトを構築します

TOP
ページ

商品
ページ

カテゴリ
ページ

ブログ
ページ

お問い合わせ
ページ

決済

メルマガ

お気に入り
登録

予約販売

インスタ連携

多言語多通貨



ECサイト経由で発生した注文内容、決済状況、配送状況等の管理が可能です

管理画面

注文管理

商品管理

顧客管理

ストア分析

マーケティング

ディスカウント



ECサイトへの商品掲載や在庫管理が可能です

管理画面

注文管理

商品管理

顧客管理

ストア分析

マーケティング

ディスカウント



過去注文をいただいた顧客情報が蓄積されます。顧客情報をもとに販促等が可能です。

管理画面

注文管理

商品管理

顧客管理

ストア分析

マーケティング

ディスカウント



ECサイトの売上やリピート率といった定量的な指標が自動的に集計されます

管理画面

注文管理

商品管理

顧客管理

ストア分析

マーケティング

ディスカウント



マーケティング関連のデータ収集や、他サービスと簡単に連携可能です

管理画面

注文管理

商品管理

顧客管理

ストア分析

マーケティング

ディスカウント



割引クーポンコードの発行や管理が可能です

管理画面

注文管理

商品管理

顧客管理

ストア分析

マーケティング

ディスカウント



約4割がInstagramからの流入

注文数は前年比４倍

マーケティングに強い

各種SNSとの連携もすぐに！今、SNS経由の成功事例が大量に出ています。



何故、ShopifyのECサイトを作りましたか？

和風な商品 美容系 商品数が多い BtoB

日本の商品は海外で人気
があり、国内より高く売
れます。海外販売がとて
もやりやすい！という点
が決め手でした！

SNS連携がし易い点が気
に入りました。ターゲッ
トの若年層はSNS経由の
販売が中心のため、マー
ケティング面で助かって
ます！

いきなり大規模サイトは
ハードル高く、低価格で
立ち上げて徐々に大きく
できる点です。拡大時に
追加コストがかからない
こともメリットですね。

顧客にカード決済しても
らうために作りました。
BtoBなので信頼感ある
ページがよかったため格
安サイトでは実現できま
せんでした。



流れ

1-補助金申請

2–採択

3–初回MTG

4–情報提出

5–ECサイト構築

6–補助金入金

・まずはIT導入補助金の申請手続きを行います。

・申請支援依頼書のご提出を頂き次第、申請支援を開始いたします。

・申請から概ね1ヶ月後に採択発表があります。

・採択され次第、ECサイト構築支援の発注書を締結し、費用をご請求いたします。原則4月末

・構築するECサイトの要件をすり合わせます。

・実現したい状況や現状をお伺いし、各社毎のTODOリストを作成いたします。

・ECサイト構築に必要な情報をご提出いただきます。

・各種情報の揃え方もレクチャーし、TODOリストをもとに進行します。

・情報を頂き次第、ECサイト構築を開始いたします。

・概ね10-15営業日で一次納品致します。（その後、修正等を行います）

・ECサイトの一次納品、構築費用のお支払いが完了したら補助金申請を行います。

・申請後1ヶ月前後で補助金が一括支払いされます。



納品の流れ

補助金の入金を最短化するために段階的に納品いたします。その後、ご希望に応じてカスタマイズ致します。

一次納品 カスタマイズ

・初期サイト構築

・ドメイン,メールサーバ、GA等の初期設定

・各種アプリ、SNS連携（2次納品時可）

・初期画像テキスト反映（2次納品時可）

・サイトオープン

・画像テキストカスタマイズ

・運送会社等のEC実務決定と登録

・出荷までの流れチェック

採択後2週間~1ヶ月 1次納品後2週間～2ヶ月
※ご希望内容により変動※すぐに補助金申請を進めることが可能
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料金

項目 金額（税抜）

ECサイト構築費 125万円／300万円／500万円

運用安心サポート/6ヶ月
※商品登録月30点まで、サイト更新(4アクション）、カスタマー一次受け
(20件)、受注処理(100受注)、アプリ導入フォロー。

60万円

※別途、Shopify利用料として25米ドル／月の利用料金がかかります。米ドル換算でShopifyに直接お支払いとなります。



Light Standard Premium

125万円 300万円 500万円

アプリインストール ５個以内 ５個以内 ５個以内

メインビジュアル画像作成 1個 ５個以内 応相談

バナー画像作成 ー ５個以内 応相談

商品画像作成（トリミング） ５個以内 10個以内 応相談

オリジナルデザイン ー レイアウト変更、簡易デザイン可能 オリジナルデザイン可能

運用サポート
（カスタマイズ納品後から開始）

1ヶ月無償提供 1ヶ月無償提供 6ヶ月無償提供

デモサイトURL https://panaviaonline.com/ https://writeup2022.myshopify.com/ https://her-onlinestore.com/

まずは低コストで立ち上げ！ デザイン性の優れたサイトに！ 理想を実現しましょう！料金

PASS：0000



安心サポート

・商品登録（月30点まで）

・サイト更新(月4アクション）

・問い合わせ対応一次受け(月20件)

・受注処理(月100受注)

・アプリ導入支援

中小企業に特化したECサポートチームが、EC運営のノウハウ提供と同時に手間を軽減します

ノウハウ提供 手間の軽減

・EC運営全般のTODOレクチャー

・画像、写真等の手配方法

・管理画面操作方法

・配送業者や倉庫の選定支援

・マーケティング手法の解説
※手法解説まで、実務支援はオプション



内容 単位 費用

サポート超過分費用

①サイトアクション(ページ追加・サイト更新やセール・クーポン設定）
4アクション

1セット
20,000円

②商品登録/編集 20型1セット 10,000円

③受発注処理 100受注1セット 10,000円

④カスターマサポート一次受け 20件1セット 20,000円

オプション費用

LPコーディング 1ページ 30,000円～80,000円

htmlメルマガ作成 2配信1セット 10,000円

外部API連携 1サービス 100,000円～

広告運用 1媒体
広告費用20%

（最低50,000円）

定例MTG参加 1回 50,000円

主要有料アプリ

定期購買（サブスク）

Sakurabook（ジムやサロンの予約受付）

BookThatApp（宿泊予約）

オプションサポート
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シミュレーション

※別途、Shopify利用料として25米ドル／月の利用料金がかかります。米ドル換算でShopifyに直接お支払いとなります。上記1ドル＝128円換算
※上記は税別価格です。消費税は補助対象外です。独自ドメインを利用される際は年間1,000-5,000円程度発生いたします。

サイト構築のみ

ECサイト構築 ¥1,250,000

補助金 ¥888,888

Shopify
年間利用料

¥38,400

収支 ¥399,512

運営サポート6ヶ月付き

ECサイト構築 ¥1,250,000

サポート6ヶ月 ¥600,000

補助金 ¥1,288,888

Shopify
年間利用料

¥38,400

収支 ¥599,512

運営サポート1年付き

ECサイト構築 ¥1,250,000

サポート1年 ¥1,200,000

補助金 ¥1,688,888

Shopify
年間利用料

¥38,400

収支 ¥799,512



IT導入補助金申請の流れ



IT化で経常利益率が1.46倍になる



お金がなくて、詳しい人がいなくて一歩踏み出せない

阻害要因は「資金」「人」



IT導入補助金とは

• “個人事業主””中小企業”の皆様のIT投資を

• “最大３５０万円”支援する制度

• “ツール利用料”と“導入サポート費用”が対象



今年のIT導入補助金は当たり年

全国平均の採択率は50-60%、弊社採択率は97.3%と順調です。ECサイトの枠（デジタル枠）は採択率100%です



企業規模の判断基準

業種 資本金 従業員数

製造業、建設業、運輸業 3億円 300人

ゴム製品製造業 3億円 900人

ソフトウェア業、情報処理サービス 3億円 300人

卸売業 1億円 100人

サービス業 5,000万円 100人

小売業 5,000万円 50人

旅館業 5,000万円 200人

医療、社会福祉、学校法人 - 300人

その他業種 3億円 300人

OR

※商工会・都道府県商工会連合会及び商工会議所、財団法人、社団法人、特定非営利法人は主体業種に記載の従業員規模で判断

中小企業

個人事業主～中小企業まで利用可能、多くの方にチャンスがあります



一般的な補助金との違い

事前に中小企業庁から認定されていないコンサルタントや士業は申請ができない

申請支援者 対象経費の事前認定

IT導入補助金
ITツールベンダー
（支援事業者）

必須

一般的な補助金
コンサルタント
士業、金融機関等

不要



受給金額

期間 機能数 補助率 上限額 賃上

会計・受発・決済・EC 2年分

1 3/4 5～50万円 なし

2 2/3 50~350万円 なし

それ以外 1年分

1 1/2 30~150万円 加点

4 1/2 150~450万円 必須

ECサイトは「デジタル基盤導入類型」、弊社の採択率は現状100%です。（通常枠込の採択率は97.3%）

デジタル基盤導入類型

通常枠



今年のIT導入補助金は当たり年

全国平均の採択率は50-60%、弊社採択率は97.3%と順調です。ECサイトの枠（デジタル枠）は採択率100%です



申請流れ（顧客）

まずはツール選定から！採択前に購入や契約しないよう注意！

ツール選定 書類準備①
電子申請

MTG
採択発表

ツール購入 書類準備②
電子申請

MTG
受給



必要書類

書類ミスは即不採択！弊社にて書類を全て確認致します。

取組当初：書類準備① 採択後：書類準備②

・履歴全部事項証明書

・法人税納税証明書

・SECURITY ACTION自己宣言ID

※個人事業主は身分証や確定申告書、納税証明書

・発注、支払等の証憑

・その他必要な書類



電子申請MTG

書類ミスは即不採択！弊社にて書類を全て確認致します。

その項目は◯◯と入れてください！

添付する書類を確認させてください！

あ、そこ選択する箇所が違います



実は採択率に大きな差がでる

書類提出① 電子申請 書類提出② 電子申請

弊社 申請企業
オンラインMTG
一緒に申請

申請企業
オンラインMTG
一緒に申請

支援事業者A 申請企業 申請企業 申請企業 申請企業

採択率：97.3%

採択率：40.0%

最もミスが起こりやすい電子申請を手厚くサポート



よくあるご質問



国が規定する中小企業または個人事業主に該当しており、以下に合致していれば申請可能です。

1. 今年度、IT導入補助金「デジタル基盤導入類型」の採択を受けていない

2. 今年度、IT導入補助金支援事業者として登録していない

3. 前期の納税証明書（個人事業主は確定申告書）の発行が可能

4. 前期の売上が625万円以上（ツール購入費用は前期売上の1/5以内）※125万円のECサイトを購入する場合

ECサイトを構築する場合、IT導入補助金を申請できない条件はありますか？



新しいドメインでECサイトを構築する場合は対象となります。

原則、既存サイトのリニューアルには使えません。

ドメインが新しくなることで新しいECサイトと認められます。

※ケースによるため、改めてご相談下さい。

IT導入補助金はECサイトのリニューアルに使えますか？



必ずしも必須ではありません。

在庫を自社で保管しない場合や、既存スペースで代替できる場合は不要です。

注文が増えて在庫量が増えた段階で倉庫契約をご検討頂くことをおすすめします。

倉庫を契約しないとECサイトは運営開始できませんか？



マークがないテキストベースの簡単なロゴは費用内で作成可能です。

貴社サイトにあったオリジナルロゴをデザインする場合は、デザイン会社に

発注頂くことをおすすめします。デザイン会社への発注方法はレクチャー可能です。

オリジナルロゴのデザインから依頼可能でしょうか？



オープン当初はスマートフォンで撮影した写真でも運用可能です。

カメラ機能が優れたスマートフォンだと尚良しです。

また、写真はECサイトの見た目に直結するため早い段階で

きちんとした写真をご用意頂くことをおすすめ致します。

撮影会社に依頼される際は、依頼方法をレクチャー致します。

社内にカメラマンがいない、機材も無いためキレイな写真が取れない



集客施策のアドバイスと、基本的なSEO対策やSNS連携、Googleアナリティクス連携

は料金内で対応可能です。

LP作成や広告運用はオプションにて承ります（補助金対象外）

立ち上げ初期段階は大きな販促費はかけず、費用をかけずに実施できる施策を優先的に実施し

手堅く売上があがってきた段階で販促費を追加投資する順番がオススメです。

集客面の支援はどこまでやってくれますか？



手数料が一番の違いです。フリープランは売上がとても少ないECサイトではコストメリットがあります。

売上が大きくなった際に、追加カスタマイズが不要なShopifyはトータルコストが安くなる傾向があります。

STORESやBASEの格安ECツールとShopifyの違いは？

BASE STORES Shopify

利用料 0～月5,980円 0～月2,178円 約月3,000円（＄25）

決済手数料 6.6%+40円 5%~3.6% 3.4%

販売手数料
2万円未満：750円
2万円以上：250円

1万円未満：550円
1万円以上：275円

無料

入金サイクル 10営業日 月末締め翌月末払い 毎週金曜日

売上月30万円時点の
手数料年間合計※

294,600円 186,600円 122,400円

※フリープラン、商品単価3000円、毎月1回の振込申請を行った場合

Shopify



売上目標が月10万円前後であれば、まずはモール出稿から始めてもよいかと思います。

それ以上の売上を目指す場合は早い段階で自社ECを構築することをオススメします。

楽天、Amazon等のモールから始めてみようと思います。Shopify（自社EC）と比較していかがでしょうか

モール（楽天等） Shopify

メリット
・集客しやすい

・初期投資が安い

・販売マージンが無いため高利益率

・顧客情報が蓄積されリピートが取れる

デメリット

・販売マージンが高く利益率が下がる

・価格競争が起きて単価が落ちやすい

・顧客情報を蓄積できずブランド化出来ない

自社EC（Shopify）



今期の申請をオススメします！IT導入補助金は稀に見る高採択率です。

次回から採択率が下がる可能性もゼロではないため

運用開始時期は別に、ECサイトを開設することを決めている方は

今が最も低コストで立ち上げられる時期かもしれません。

次回のIT導入補助金を使おうと思いますがどうでしょうか？

年度 2019年 2020年 2021年

平均採択率 約33% 約42% 約54%



ECは変動要素が多いため一概には言えませんが

一般的には「1日100名がECサイトに訪れ始めると、月商30万円以上が見えてくる」

と言われています。

そのために、ECサイトの特徴である「来訪者の動きが数値化される」ことを活かして

継続的に改善を進めていくことで成長していきます。

以下、初めてECサイトを運営する方向けの別紙です。

資料：収益化ストーリーマップ

売上が安定するまで、どのように進めればよいでしょうか？売上をイメージしたいです


